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物流会計における物流費
概念の定義とその検討
酉　澤 脩
　物流時代を迎え，物流管理の一用具として物流会計（physical　distri－
bution　accounting）が重視され，物流費（Physical　distribution　costs）水
準が物流近代化のメルクマールとして活用されている。しかし，はたして物
流費とは何か，その実態はどうか，物価との関係はいかん一となると，必
ずしもさだかでない。これからの物流近代化のためにまずこれらの諸点を解
明しなげればならない。このような認識のもとに，運輸省には「物流コスト
算定基準委員会」が，通産省にばr価格構成に占める物的流通1費の品目別実
態調査委員会」が，また経済企画庁にはr流通間題研究会」がそれぞれ設置
され，鋭意その研究が進められている。本稿はこれら三委員会の基礎資料と
して物流費概念の再検討とその定義化を行なおうとするものである。
1物流に関する内外の代表的定義
　物流はまた物的流通とも称され，英語のPhysical　Distribution：PDがこ
れに該当する。内外においても，物流やPDに類似する用語は，極めて多く，
一般に相互代替的に使用されている。それはともかく，物流（PD）の用語が従
来どのように定義されてきたか，内外の代表的定義を調べてみると，以下のと
おりである。
　（1）政府関係報告書の公的定義
a『中期経済計画』の定義
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　政府が初めて物流の近代化を重要施策としてとりあげたのは昭和40年1月22
日に閣議決定された『中期経済計画』である。「物的流通」の語が最初こ公式採
用されたのも，このr中期経済計画』であるが，物流についての定義は正式に
は示されなかった。
b　統計審議会答申書の定義
　物流を含む流通全体について正式の定義を定めたのは，統計審議会答申書
r物資流通消費に関する統計の整備について』であって，次の定義を下してい
る。ω
　　r流通活動とは，物理的ないし杜会的な“ものの流れ”に関する経済活動
　のことをいう。一・・“ものの流れ”という場合の“もの”とは，有形・無形
　を問わず一切の経済財をさすものとし，……有形の諸物資と情報を考える。」
　そして，第1図のような流通体系を示し，これがその後わが国における流通
概念の基本とされるようになった。この定義から，r物的流通とは，物理的な
“ものの流れ”に・関する経済活動のことであり，物資流通と清報流通が含まれ
　　　　　　　　　　第1図　統計審議会のr流通活動の体系」
　　　　　　　　　　　　　　　　輸送基礎施設活動
　　　　　　　　　　　　　　　一輸送活動
　　　　　　　　　　　　　　　一保管活動
　　　　　　　一物資流通活動一
　　　　　　　　　　〔運輸〕　　一荷役活動
　　　　　　　　　　　　　　　一包装活動
一物的流通活動一
　　　　　　　　　　　　　　　一流通加工活動
流通活動一 哨欝動一1鴛慧施設活動
取繭動一［篇施設活動
流通助成活動 金融，保険，規格，標準化等の活動
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る」と理解することができる。
c　昭和40年度『運輸白書』の定義
　昭和40年度のr運輸白書』でば，r中期経済計画』の後を受けて物的流通を主
要テーマにとりあげ，その副題も「近代化の過程にある物的流通」とし，この
頃から物流が一躍クローズアップされるようになった。運輸省は，統計審議会
の答申に沿って，流通を次のように定義した。一2〕
　　r流通とは，生産者から消費老に財貨およびその附帯サービスを物理的，杜
　会的に移転させる活動である。」
　そして，流通活動は物的流通活動（物理的な流通活動）と非物的流通活動に
二分され，さらに物的流通活動は，運輸の分野を占める物資流通活動と，通信
で代表される情報活動に一分けられるとした。これから，白書は，「物的流通と
は，生産者から消費者に財貨およびその附帯サービスを物理的に移転させる活
動であり，物資流通と情報流通に大別する」立場をとっていることが知られる。
d　通産省委託調査報告書の定義
　通産省でも物流行政に乗り出すこととなり，まずその基礎として物流の実態
調査を行たうこととした。その委託調査報告書が『物的流通の現状と問題点』
であり，ここでは初めて物的流通を正面から定義し，次のように表明した。｛割
　　r物的流通とは，製品を物理的に生産者から最終需要者へ移転するのに必要
　な諸活動，具体的には，包装，荷役，輸送，保管，通信等の諸活動をいう。」
e　産業構造審議会答申書の定義
　上記の実態調査結果をふまえて産業構造審議会は『物的流通の基本政策につ
いて』と題する答申を行なった。この中では，上記の定義と統計審議会の定義
を勘酌して，次の定義を表明した。｛4］
　　r物的流通というのは，有形・無形の物財の供給老から需要者へ至る実物的
　（physical）な流れのことであって，具体的には，包装，荷役，輸送，保管
　および通信の諸活動をさしている。このような物的流通活動は，商取引とた
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　らんで，物財の時間的，空間的な価値の創造に貢献している。」
　この定義が，その後は物流概念の主流となった。
f　経済審議会研究委員会報告書の定義
　上記の定義で一応の決着がついたためか，その後は物流について定義を示す
ことはほとんど行なわれなくなってしまった。経済審議会流通研究委員会報告
書『これからの流通』がわずかに，次のように定義しているくらいである。㈲
　　r流通活動を諸効用の創出過程としてみる場合，商的流通は主として“所
　有”にかかわる効用の創出といえる。そして物的流通は，“時問”，“空聞”そ
　棚こ一部の“形質”の効用創出を主要な任務とするものである。」
　さらに，「物的流通という言葉は，元来マーケティソグ用語のphysica1
dis出butionの訳語として始まったものであるが，原義が生産された財を需要
者に引き渡す遇程にかかわる輸送，保管，荷役，包装，およびこれらを支える
情報等の諸活動をさしているのに対して，わが国では通常もう少し広い概念と
して原材料，中間製品の調達にかかわる前記の諸活動も物的流通活動に包括し
て使用している」と指摘している。
　（2）アメリカにおける代表的定義
a　全米物流管理協議会の定義
　アメリカにおける最も権威ある定義は，全米物流管理協議会（Nationa1
Comci1of　Physica1Distribution　lV［anagement：NCPDM1）の定義である。
ここでは，物流（Physica1distribution）を次のように定義している。㈲
　　r物流とは，完成品を生産ライソの終点から消費者まで有効に移動させる
　ことに関連を有する幅広い活動のことであって，原材料を供給源から生産ラ
　インの始点まで移動させることを含む場合もある。」
　そして，次の活動を物流として列挙している。
　　貨物輸送，倉庫保管，荷役，工業包装，在庫管理，倉庫立地の選定，注文
　処理，市場予測，顧客サービス
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　ここでは，狭義においては生産ライソから消費者までの製品移動を称し，広
義においては原料メーカーから生産ラインまでの原料移動も含め，包装，輸送，
保管，荷役のほか，注文処理，市場予測，顧客サービスまで包括している。
b　アメリカ・マーケティング協会の定義
　マーケティソグに関する最も権威ある用語集としては，アメリカ・マーケテ
ィソク協会（Amer1can　M虹ketmg　Ass㏄1at1on：AMA）の『マーケティソ
グ用語定義集』がある。この中では物流（Physica1distribution）は，次のよ
うに定義されている。㈹
　　r物流とは，生産の段階から消費または利用にいたるまでの財貨の移動お
　よび取扱いを管理することである。」
C　マーケティング・ハソドブックの定義
　マーケティソグのスタソダード・ブックであるMarketing　Handbookの第
2版は，物流（Physica1distribution）を次のように定義している。一8，
　　r物流とは，広義においては，財貨およびサービスを，経済界において原
　始生産者から最終消費者に流通させることに関聯を有す乱財貨を潜在使用
　老に利用させるに必要な時間および場所に関する側面は，物流の主要な関心
　事となる。財貨の所有権の移動を取扱う販売促進活動とともに・物流は，国
　内および世界の全般的流通活動の重要な一分野をなしている。」
2物流および類似用語の概念比較
　（1）国民経済的観点からの物流の定義
．以上の定義から，r流通とは，“もの”の杜会的および物理的な流れのことで
ある」ことが知られる。このうち，“もの”の杜会的な流れが杜会的流通ないし取
引（敢引流通または商的流通）であり，物理的（physical）な流れが物流ないし物
的流通であることが知られる。この場合，“もの”には有形財のほか無形財（サ
ービろやエネルギー等）も含み，さらに情報の流れも対象とされる。前者が物
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資流通であり，具体的には輸送・保管・荷役・包装の4種類がある。後者が情
報流通であり，物流には，物資流通のほか情報流通が含まれることを明らかに
したのは，統計審議会の功績であった。
　このように“もの”の流れに則して物流を定義するほか，効用（uti肚y）の
側面から定義することもできる。つまり，効用の創出をもって広義の生産とな
し，そのうち場所の効用を創出するのが輸送であり，時間の効用を創出するの
が保管であり，輸送と保管の準備作業として包装が実施され，輸送・保管・包
装に附随して荷役（輸送荷役，保管荷役，包装荷役）が行なわれる。これらの
全体が物流であり，所右の効用を創出する取引（商流）と対比される。物流と
敢引の総称が流通であり，形態の効用を創出する狭義の生産に対比されるので
ある。
　かくして，物流は，財の流通過程に則して定義することもできれば，効用の
創出内容に則して定義することもできるが，ここでは，ともに国民経済的な観
点から定義が行なわれている。これに対し，個別企業的観点から定義すること
もできる。同じく物流でも，その何れかによって定義の方法が相違するので，
はっきりと区別することが肝要である。
　この点については，林・中西両教授も，r物的流通の概念とその範囲につい
ては，個別企業的観点と杜会的ないし国民経済的観点から見る二つがあって，
このことが物的流通，特に物的流通コストを把握しようとする場合，混同と理
解を混乱せしめているようである」と指摘してい飢1副なお参考までに両教授
の定義を掲げてみると，次のとおりである。一帥
　　「物的流通とは，一切の経済財の供給主体と需要主体をつなぐ，空問と時
　問の克服に関する物理的な経済活動である。具体的には，包装，荷役，保管，
　輸送と情報を指す。」
　前記の政府関係報告書は，その立場上，国民経済的観点からすべて物流を定
義しており，このため国民経済的な定義がすべてであるような誤解が強く持た
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れてきた。
　（2）個別企業的観点からの物流の定義
　これに対し，アメリカの文献でぱ個別企業の観点から物流の定義が下されて
きた。NCPDMやAMAの定義は，その一例である。NCPDMは，個別企業
の立場から企業活動に則して定義を行なっている。そして，メーカーにおいて
製品が完成し生産ライソを離れてから，卸・小売を経て最終消費者まで移動さ
せることであるとし，さらに原材料を原材料メーカーから加エメーカーの生産
ライソの始点まで移動させることも含む場合があると定義している。前老を販
売物流と呼ぶならば，後者は調達物流と称することができるが，これらと生産
物流（生産ライソにおける物流）とは明確に区分すべきである。生産物流は生
産の個所の領城であって，物流に包括されるのは販売物流と調達物流だけであ
る。国民経済的定義では，この辺が不明確であり，生産物流や流通加工は物流
なのであるかどうカ㍉また情報流通はすべて物流であるのか疑間が残らざるを
えたい。
　AMAの定義は，個別企業的要素を一段と強調し，「財貨の移動と取扱」（the
movementand　hand1ing　of　goωs）それ自体ではなく，それらを管理するこ
と（the　management）が物流であるとし，物流管理（Physical　Distribution
Management：PDM）をもって物流と定義Lてい乱ω
　国や自治体が物流行政を実施したり物流統計を作成するためには，国民経済
的物流概念が必要であるが，民間企業が物流管理を推進するためには，個別企
業的物流概念が有用である。個別企業的物流概念は，財の流通過程や効用の創
出内容ではなく，企業活動に則して，経営管理の一環としで定義すべきである。
この場合には，同じ企業の物流でも，荷主と業者では相違し，同じ荷主でも，
メーカーと卸店と小売店では差異が生ずる。
　（3）物流および類似用語の異同点
　前述の物流は，旧来の輸送，保管，包装・荷役に相当するが・両者は必ずし
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も同一ではない。輸送，保管，包装，荷役等の物資流通に情報流通が加味され
て，初めて物流といいうるのであって，物流は物資流通の代名詞ではない。物
資流通に限定しても，輸送，保管，包装，荷役は個別概念であり，物流はこれ
らの包括概念である。単純な包括概念ではなく，むしろシステム概念であり，
輸送，保管，包装，荷役を一つのトータル・システムとして体系化されたもの
が物流であると称することができる。
　物流の中心をなす輸送については，交通や運輸と呼ばれることもあるが，こ
れらは貨物以外に乗客も対象にするので，はっきりと区別すべきである。貨物
と乗客を対象にしたのが交通と運輸であるが，交通は主として運搬手段面から，
また運輸は主として行政面から付けられた用語である。貨物を対象とした輸送
も，通運，運送，配送，配達と称されたり，移送，横持ち，地場，直送と呼ば
れたりすることがあるが，これらは輸送の一種と考えてよい。
　総称としての物流は，戦後までは配給と云われていたが，配給と云うと「配
給制度」が達想されるので，現在ではこの用語は不適切である。また，今日的
物流問題が昭和31年に最初に日本生産性本部でとりあげられた当時は，流通技
術と呼称されていた。ω一しかし，「技術」と称すると，物流の技術的側面しか連
想されないので不適切であり，現在ではこの用語はほとんど使われていない。
　日本語の物流に相当する英語は，Physica1Distribution：PDであるが，ア
メリヵでは，rhochrematicsやlogisticsと称されることもある。これらとの
相違点は次のとおりである。ω
a　ロークレマティクス（rhochrematics）
　1960年にワシントソ犬学のS．H．Brewer教授によって提唱された用語で，
　　「調達流通を含めた物の流れを情報の流れに結合させたシステムとして管
　理する科学」
と定義されてい私工場，物流施設，レイアウト，配置等をいかにするかとい
うハード面に重点がおかれ，r物流工学」と訳されている。なお，“rho”は
574
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「流れ」，“chrema”は「物」，“ics”は「学間」を表わすギリシヤ語である
（“t”は発音の都合で加えられた）。
b　ビジネス・ロジスティクス（businesslogistics）
　ロジスティクスは，軍隊用語で兵鈷を意味し，軍需品の管理組織のことであ
る。米軍の規程によると，兵鈷には軍需資材の発注，生産計画，購入，在庫管
理，配給，輸送，通信のほか規格化，品質管理等軍の作戦行動に必要な資材管
理のすべてが含まれている。
　企業サイドからみた物流もこれと同じであり，工場の立地，レイアウト，原
材料，半製品，製品の在庫管理，運搬管理，輸送，包装，保管，通信管理等を
網羅した広い範囲での物流管理を指している。前記のロークレマティクスと併
立する言葉で，ロークレマティクスが工学的用語であるのに対して，ビジネス
・ロジティクスは経営面・組織面のソフトウエアに重点が置かれてい私J・F・
マギーは，このほかdistribution，1ogistics，Physical　supP1y，Production
planning　and　contro1との相違点も詳述している。固
3物流費の範囲に関する概念規制
（1）物流費の範囲に関する従来の諸見解
　前述の物流を実施するために消費される価値犠牲が物流費（physica1dis－
tribution　costs）であるが，物流費については従来，内外とも厳密な定義付げ
はほとんどなされておらず，わずかに，拙著に次の概念規制がたされているに
すぎなかった。
a　拙著『流通コスト低減の理論と実務』の見解
　流通コストについて昭和42年に初めて筆者の見解を発表した当書では，r物
的流通コストは，流通コストのうち，財貨または用役の物理的処理に要するコ
ストを指す用語であって，国民経済の観点からも，個別企業の観点からも考察
できると述べているが，固具体的には，前記の産業構造審議会や通産省委託調
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査報告書やAMAの物流の定義を物流費に読み替えただけで，独自の物流費
概念を表明するまでには至らなかった。
b　拙著『物的流通費の管理』の見解
　昭和46年に出版した当書では，初めて物流費特有の概念を示し，第2図を掲
げ，次の論述を加えている。ω
　「物的流通費は，どの費目までを包括するかによって，第2図のような広狭各
種の概念が生じる。最狭義においては，杜外への支払額だけが物的流通費と考
えられることもあるが，このほか杜内の消費額まで含めて物的流通費を理解す
るのが通例である。狭義においては，製品の物的流通費だげが意味されるが，
このほか材料の物的流通費まで含める時は，これを広義の物的流通費と称する。
これらの製造業者の物的流通費のほか販売業老の物的流通費まで包括して，最
広義に物的流通費が解されることも時折あるので，注意が肝要である’。」
　ここでは，企業の物流費を広狭4種類に分類し，さらに製品物流費と材料物
流費を，また製造業物流費と販売業物流通費を区分した点が特色としてあげら
れる。
C　拙著r物流会計入門』の見解
　最も最近の見解を示した当書では，上記のうち製造業老の物流費（括弧内は
　　　　　　　第2図　『物的流通費の管理』上の物流費概念
営業輸送費 最物
製 製 営業倉庫費 狭的造 包装資材費 義流 狭 広 最義 品 の通 義 義 広の
の その他の杜外支払額 費 の の物 義物 物 物 の
的 的流 自家輸送費 的 的 物流 通 流 流 的通 費 自家倉庫費 通 通 流費 包装間接費 費 費 通費
その他の杜内消費額
材料の物的流通費
販売業者（卸店・小売店）の物的流通費
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販売業者の物流費）を，次のように4種類に再分類した。胴
①調達物流費……材料（商品）の仕入先から工場（支店）までの物流費
②工場内物流費……工場の入口から出口までの物流費（たし）
③工場外物流費……工場から支店までの物流費（なし）
④販売物流費……支店から販売先までの物流費（同左）
　これらの物流費が決算会計上と物流管理（PDM）上で，どう処理されるかに
ついては，次のごとく論じている。㈲
　r現行の決算会計では，調達物流費は材料費（仕入商品）に算入され，工場内
物流費と工場外物流費は製造原伽こ計上され，また販売物流費は販売費および
一般管理費として処理されている。」
　r従来の物流費管理では，販売物流費だけか，せいぜい工場外物流費までが
物流費として理解されているにすぎなかったが，これからは調達物流費も対象
とすることが重要であ飢LかL工場内物流費は固有の生産費を構成するもの
であるから，いくら広義に解しても，それまで物流費に含めてはならない。」
　Lたがって物流管理を実施するにあたっては，物流原価計算を試み，材料費
（仕入商品）勘定から調達物流費を，製造原価勘定から工場外の物流費を，また
販売費および一般管理費勘定から販売物流費を抽出し合計したければならな
い。
　（2）物流費の範囲に関する見解の発展
　以上，物流および物流費に関する見解を比較検討してきたが，同じ。く物流な
いし物流費と称しても，広狭各種の概念がありまた観点や立場によりその範囲
が少なからず相違することが判明した。したがって，まずこの点を整理・体系
化しないと，厳密な物流費の定義は困難である。
　前著『現代の物的流通』⑲iや『流通コスト低滅の理論と実務』ωでは，国民経
済的観点と個別企業的観点があることが示唆されていたが，さらにその中間的
観点も加えてみると，次の3つの物流費を識別することができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5π
　92
a　ミクロの物流費（個別企業の物流費）
b　セミ・マクロの物流費
　b1　特定製品の水平的業種（製造業・飼売業または小売業）の平均物流費
　b2　特定製品の垂直的業界（製造業・卸売業および小売業）の総物流費
C　マクロの物流費（国民経済的な物流費）
　荷主の場合には，製造業，卸売業または小売業に属する個別企業が消費した
物流コストがミクロの物流費である。特定製品に属する製造業，卸売業または
小売業の平均物流費と，特定製品の製造業と卸売業と小売業の総物流費が，セ
ミ・マクロの物流費である。これに対し，荷主と物流業者を含む国民経済的な
物流費が，マクロの物流費である。
　以上は，物流費の対象別分類であるが，物流費の種類を基にすると，次のよ
うに細分することができる。
a　杜会的物流費（ソーシャル・コストとしての物流費）
b　杜会資本費（物流杜会資本投資の資本コスト）
C　企業物流費（ビジネス・コストとしての物流費）
d　物流業者の物流費（輸送業者，倉庫業者，包装業者等の物流費）
e　荷主の物流費（製造業，卸売業，小売業の物流費）
f　企業別の物流費（企業全体の物流費）
9　製品等別の物流費（製品，地域，顧客等毎の物流費）
　荷主の物流費は，企業体を中心に考察することもできれぱ，製品種類等別に
把握することもできる。前老が「企業別の物流費」であり，後者が「製品等別
の物流費」である。これらの荷主の物流費以外に，物流業老の物流費も存する。
何れの物流費も，企業物流費（business　cost　for　P．D一）としての特質を有し
ており，特定企業が消費した価値犠牲からなり立っている。これまでは，物流
費としてbusiness　cOstとしての物流費しか想定されていなかったが，これか
らはsocial　costとLての物流費も対象とすべきである。これが杜会的物流費
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（socia1cost　for　P．D．）で，企業物流費のほか，杜会資本投資にかかわる資本
コスト（capita1cost）が含まれる。
物流費の対象別分類と種類別分類は極めて類似しているが，分類基準が異た
るので，明確に区分する必要がある。両者がいかに結合するかを図示してみる
と，第3図のとおりである。いま，このうち代表的な物流費概念を例示してみ
ると，以下のとおりである。
I　A：たとえば，家電メーカー（ないしは家電卸または小売）A杜の物流費
I　B：たとえば，家電メーカー（次いしは家電卸または小売）に属する全会杜
　の平均物流費
I　C：たとえば，家電に属するメーカーと卸と小売全体の総物流費
I　D：荷主企業の全業種の総物流費
■A：たとえば，家電A杜のテレビの物流費
1IB：たとえぱ，テレビのメーカー・卸または小売の全会杜の平均物流費
第3図物流費の対象と種類の相互関係
物流費の対象滞婁セ1・仰の物流費1葛箒婁
物流費の種．類
個別企業水平的な垂直的な　国民経済的の物流費平均物流費総物流費な物流費
A C　　　　　D
企物
　茎董流・1・
企のの費業物製の物嚢鶴皿皿・
流　　　別費
費　　物流業者皿　皿A　　の物流費
I　B
皿B
皿B
I　C
］IC
皿C
I　D
皿D
I皿D
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皿C：たとえば・テレビのメーカーと勧と小売全体の総物流費
亙D：全製品（または地域・顧客等）の総物流費
皿A：たとえば，輸送業者B杜の物流費
皿B：たとえば，鉄遺・トラックまたは船舶等の全業者の平均物流費
皿C：たとえば，鉄遣とトラックと船舶等全輸送業界の総物流費
皿D：全物流業者の総物流費
WD：たとえぱ，道路・港湾・空港等の杜会資本投資の資本コスト
4　メーカー物流費の定義とその内容
　（ユ）メーカー物流費の定義とその私案
　第3図に示した物流費概念のうち，最も基本的で最も重要なのは，I　Aの特
定荷主の企業別物流費である。特定荷主の企業別物流費に・も，メーカーと勧店
と小売店ではその内容が異なるが，それらの中心となるのは，メーカーの場合
である。そこで，メーカー物流費について，その定義の私案を示してみると，
次のとおりである。
　　「メーカー物流費とは，特定企業の製造業活動にまつわる物流に直接または
　　①　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　③　　④
　間接に消費される経済価値のことであり，次の内容を有する。
　　　　　　　　　⑤
　①メーカー物流費は，特定荷主の企業別物流費の一種類である。
②メーカー物流費は，製造業活動にまつわる物流費のことで，特定企業が
　　製造業者であると否とを問わない。たとえ製造業者であっても非製造業活
　　動を兼務している場合はそれを除くとともに，製造業活動を別会杜で実施
　　しているときは，それを包括する。
③物流としては・販売物流だけでなく，杜内物流や調逢物流（回収物流）
　　や返品物流も，さらには廃棄物流や物流管理も対象とするが，生産物流は
　　これを除外する。
④r直接に消費する」とは，特定メーカーが自ら消費することをいい，自杜内
580
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　で消費する場合のほか，杜外の業者に委託する場合も含む。r間接に消費す
　る」とは，取引先企業が支払うが，原料の購入代価に加算されるか，商品の
　販売価格を減額することによって特定企業が最終的に負担することをいう。
⑤消費される経済価値とは，財貨または用役の消費を貨幣価値によって表
　示したものであり，費用または原価と称されるが，支出や資産とは本質を
　異にする。
　　上記のメーカー物流費は，物流管理目的からは，物資流通費と情報流通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　　　　　　　⑫
　費と物流管理費に犬別し，物資流通費はさらに包装費，輸送費，保管費，
　　⑬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦　　　　⑧　　　　⑨
　荷役費およひ流通加工費に細分する。物流管理に特に有用と恩われる特別
⑪　　　　　　⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭’
　鍾費については，財務会計とは異なった計算方式を採用することができる。
　なお，これらの各費目は，次のように定義する。
⑥物資流通費とは，有形の製品を物理的に流通させるために消費される経
　済価値をいい，包装費，輸送費，保管費，荷役費および流通加工費を含む。
⑦包装費とは，製品を輸送・保管するために要する輸送包装費のことで，
　固有の生産ライソで消費される販売包装費は除く。
⑧輸送費とは，製品を一定の場所から他の場所に送り移すのに要する費用
　をいい，営業輸送費のほか，自家輸送費も含む。
⑨保管費とは，製品を一定期間貯蔵するのに要する費用をいい，倉庫保管
　費のほか非倉庫保管費も含む。
⑩荷役費とは，製品を一定の場所において上下・左右に移動させるのに要
　する費用をいい，包装荷役費，輸送荷役費および保管荷役費を含む。
①　流通加工費とは，物貨流通の過程において流通効率を向上させるための
　加工に要する費用のことであるが，生産加工費は除く。
⑫情報流通費とは，無形の情報を伝達するための費用のことであるが，非
　物流情報流通費は除外する。
⑬物流管理費とは，物流の計画・調整・統制に要する費用のことで，現場
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　　の物流管理部門費だけでなく，本杜の物流管理部門費も含む。
　⑭　特別経費とは，財務会計とは異なった計算方式を適用する物流費のこと
　　で，減価償却費と杜内金利がこれにあたる。」
　（2）メーカー物流費の定義の内容
　上記のメーカー物流費の定義のうち①②一・・⑭の各項について，その内容を
詳述すれば，以下のとおりである。
①物流費（physicaldistributioncost：PDcost）には，第3図のような各
種の概念があるが，メーカー物流費は，I　Aの一種類である。企業物流費とく
に荷主の物流費のうち企業別の物流費をミクロ（個別企業）の観点から把握し
た概念である。
②メーカー物流費はいわば活動別の費用概念であるから，企業体別の費用概
念とぱ必ずしも一致しない。たとえば，製造業に属する企業であっても直販制
を採用している会社では，卸売または小売活動部分は，メーカー物流費からは
除外しなければならない。また，製造業に属する企業でも，物流活動を別会杜
に一任している場合には，その物流子会杜の物流費もメーカー物流費に含めた
ければならない。従来，活動別概念と企業体別概念が混同していたため，同じ
く製造業者であっても，直販制や物流子会社制をとっているか否かに一よってメ
ーカー物流費の内容が相違し，物流費概念に混乱が生じていたのである。
③物流を「“もの”の物理的（physiCal）な流れ」と理解する場合には，次の
ような“もの”の流れを識別することができる。
a　調達物流（PD　in　purchase　process）・…・・原材料を調達した後，それを加
エメーカーが入荷するまでの物流。商品の販売先から空容器等を回収し，再使
用するための回収物流も，調達物流の一種とみなす。
b　生産物流（PD　in　production　process）……加エメーカーにおいて，原材
料を入荷した後，加工を施L，製品として完成させるまでの物流。原材料倉庫
や製造工程の物流および販売包装は含むが，輸送包装は合めない。
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c　杜内物流（PD　in　intra・cOmpany）……完成した製品を包装し出荷してか
ら販売所（支店・営業所等）に引渡すまでの物流。輸送包装のほか配送セソタ
．一や工場の製品倉庫の物流も含む。
d　販売物流（PD　in　marketing　prOcess）・・一販売所において製品を受入れ
た後（工場倉庫または流通倉庫から卸店に直送する場合には，当該倉庫から
出荷した後），それを卸店に届げるまでの物流。販売所の保管・出荷・包装も
含む。
e　返晶物流（PD虹goods・retumning　Process）……販売した製品の返品に
伴なう物流。返品の輸送・受入・補修も含む。
f　廃棄物流……包装容器や包装資材等を廃棄するための物流。公害防止のた
めの処理も含む。
9　物流管理（PD　management）・・一物流管理部門のスタッフ活動。物流活
動の計画，調整および統制を含む。
　上記のうち，生産物流は固有の生産に属するので，物流に包括されるのは非
生産物流である。従来は，物流として販売物流が対象とされるにすぎなかった
が，調達（回収）物流や杜内物流や返品物流も同じ本質を有しており，同じ方
式で管理できるので，これらも含めて理解すべきである。さらに公害防止が重
視されている昨今では，廃棄物流も管理の対象とし，さらに，これらのライソ
の物流だけでなく，物流管理のようなスタッフの物流も含め，広義に物流を把
握することが肝要である。
④　上記の物流に消費される経済価値が物流費であるが，消費の方法としては，
直接的であると間接的であるとを問わない。r直接に消費する」というのは，
特定メーカーが自ら消費することをいい，自社内で消費するか杜外の業者に委
託するかを問わない。特定メーカーが自ら消費する物流費が自杜払物流費であ
り，自杜内で消費する物流費が自家物流費であり，杜外の業者に支払う物流費
が委託物流費である。つまり，自杜払物流費には，自家物流費と委託物流費の
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2種類がある。これに対し，r間接に消費する」というのは，取引先が第一次的
には支払うが，最終的には特定メーカーが負担することをいい，この種の物流
費を他杜払物流費と称する。たとえぼ，原材料を工場渡しで購入する場合には・
調達物流費は原材料メーカーが第一次的には支払うが，それが原材料の購入価
格に加算されるため，最終的にはその調達物流費は加エメーカーの負担となる。
また製品を支店渡しで販売する場合には，販売物流費は卸店が第一次的には支
払うが，それだけ販売価格が値引されるため，最終的にはその販売物流費は加
エメーカーの負担となる。これらの他杜払物流費は，見積ないし推定計算せざ
るをえないが，たとえ悉意的要素が介入しても，頭初より除外してしまうより
どんなに適正な物流費を算出できるかわからない。他杜払物流費の算入を提唱
するゆえんがここにある。
⑥経済価値の消費額は，貨幣価値によって表示し，貨幣額によって測定する
が，貨幣それ自体とは異なる。経済価値は，貨幣以外に貨幣等価物（小切手・
手形等）によっても支払われるし，債権・債務の相殺や資産や便益の提供によ
って支払うこともできる。期間損益計算を会計公準とする現在の会計制度のも
とでは，物流費も一定期間（年度，四半期，月）毎に測定される。従って，特
定期間に支出した物流支出も，その期問の物流費になるとは限らない。当該期
問の物流収益を実現するに要した金額だけが当期の物流費となり，次期以降の
物流収益の実現に充当される金額は，物流資産として次期に繰越し・次期以降
において償却計算される。
⑥物流費の中心は，物資流通費（materialdistributioncost）である。右形
の製品（半製品，部品等も含む）を物理的に流通させるために消費される経済
価値がこれである。統計審議会の答申までは，物流費としてこの種の物資流通
費が想定されるにすぎなかったが，現在ではそのほか情報流通費や物流管理費
まで対象とすべきことは，杜会的承認がえられるまでに至っている。
　物資流通費は，包装費，輸送費，保管費，荷役費および流通加工費の費目か
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ら構成されている。
⑦包装費は，JISのr包装用語改正案」を準用すれぼ，次のように定義する
ことができる。㈹
r包装費（packing　cOst）とは，物品の輸送，保管，取引きまたは使用などに
あたって，その価値および状態を保護するために適切な材料，容器などを施す
費用をいい，これを個装費と内装費と外装費の3種に大別する。」
「個装費（item　packaging　cost）とは，使用者の手許にわたる最小単位の包装
で，必要に応じて清浄たどの前処理を施した後，物品の全面または一部を包む
か袋その他の容器に入れ密封する費用をいう。」
「内装費（inner　packaging　cost）とは，個装を2個または2個以上適切な単
位にまとめて中間容器に納める費用，ならびに物品または個装を保護するため
容器の内部にさらに材料を施す費用をいう。」
「外装費（0uter　packaging　cost）とは，物品を輸送する目的をもって，その
保護ならびに取扱上の作業性を配慮し，箱，袋などの容器に納め，または結束
し，必要に応じて緩衝，固定，防湿，防水等を施す費用をいう。」
　これらの包装費は，それが消費される場所を基にすると，固有の生産ライン
で消費される包装費と，それ以降の過程で消費される包装費に再分類すること
ができる。
　前老を販売包装費（cOmmercia1packaging　cost）と称するならぼ，後者は
輸送包装費（industrial　distribution　packaging　cost）と呼ぶことができ私販
売包装費は生産費に属するので，物流費に算入されるのは輸送包装費だけであ
る。
輸送費，保管費および荷役費は，JIS改輸送を準用すれば，次のように定義す
ることができるoω
⑧　r輸送費（transpOrtati㎝cOst）とは，各種車両や船舶，航空機等により
物品を，そのままでの状態で，一定の場所から他の場所へ送り移す費用をいう。
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従って広義の輸送費には，集める，配る，運ぶ，仲継する，積込む，取鋼す，
仕分する等一連の作業に要する費用が含まれる。」
⑨r保管費（StOrageCOSt）とは，貯蔵している物品を保管・管理する費用
をいう。」
⑩r荷役費（handlingcost）とは，物品を一定の場所で人力または機械によ
り，持上げたり，横に移したり，積込んだり，取卸したりする費用をいう。」
　本質的には，製品の場所的効用を創造する費用が輸送費であり，製品の時問
的効用を創造する費用が保管費であり，包装や輸送や保管に附随して場所的効
用を創造する費用が荷役費である。荷役費は，包装費や輸送費や保管費に分散
して計上することもできるが，荷役費の集中管理を行なうためには，包装費・
輸送費・荷役費と並ぶ第4の独立費目として把握することが肝要である。
　なお，輸送費には，営業輸送費（pub1ic　transpOrtation　cOst）のほか自家輸
送費（private　transpOrtation　cost）も含み，保管費には営業倉庫費（pub1ic
warehouse　cost）のほか自家倉庫費（Private　warehouse　cost）や倉庫保管
費以外の保管費（配送セソターや販売所の保管費）も含まれる。
　流通加工費（Production　cost　in　distribution　process）と情報流通費
（information　distribution　cost）は，統計審議会の答申を準用すれば，次のよ
うに定義することができる。㈱
⑪　r流通加工費とは，保存のための加工および同一機能物の形態転換のため
の加工等物資流通上の稼動率の向上に役立つ費用をいう。」
⑫　r情報流通費とは，メッセージおよびメッセージの担い手としての人によ
る情報の空間的・時問的伝達（情報の保存等を含む）および情報通信の流通加
工活動に要する費用をいう。」
　流通加工費は，はたして物流費であるか生産費であるかは見解の別れるとこ
ろであるが，保存加工費や同一機能物の形態転換費は，物流費の一種とみなす
べきである。たとえ流通過程で実施される場合でも，本来的生産費の一部と考
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えられる部分は，物流費に算入してはならない。
　また情報流通費については，その全額を物流費と見る見解もあるが，あくま
で物流にかかわる情報流通費都分だけに隈定すべきである。一般に情報流通は
全杜一括して集中管理されるので，全杜的情報流通費を情報量によって配賦し
ないと，物流情報流通費を算定することができない。
　たお，物流情報費には，在庫管理費，注文処理（受注，出荷，統計，ただし
請求は除く）費，物流事情調査費および顧客サービス費を含む。
⑬物流管理費（PDmanagementcOst）は，物流管理に要するスタッフの費
用であり，工場配送セソター・販売所の物流スタッフの費用のほか，本杜の物
流管理部門の費用まで含む。ただし，他の本杜部門の費用の配賦額までは，割
掛げない。
⑭特別経費は，物流管理目的から次のように処理する。財務会計上の処理と
相違することに留意すべぎである。
a　減価償却費……財務会計上では，原則として，定率法により法定耐用年数
を基に，残存価額を取得原価の1割として計算するが，物流管理にあたっては，
定額法により実際耐用年数を基に，残存価額はゼロとして計算することが望ま
しい。なお，原価基数は取得原価によらず固定（償却）資産税上の評価額によ
る。
b　杜内金利……財務会計上では，原則として，現金等で杜外に支払った支払
利息・割引料・杜債利子等が指されるが，物流管理にあたっては，r資金コス
ト概念を導入した杜内金利制度」⑲を採用し，杜内金利をその代りに計上する
ことが望まれる。
注（ユ）統計審議会答申書『物資流通消費に関する統計の整備について』昭和40年5月21
　　　日，1「流通活動の体系」より。
　（2）『運輸白書』昭和40牢10月，第2部，第1章，第1節「物的流通の概念」102頁よ
　　　り。
　（3）『物的流通の現状と問題点』機械振輿協会，昭和41年5月，3頁より。
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（4）産業構造審議会『物的流通の基本政策について』昭和41年10月19目，I，1（1）「物
　的流通とは」より。
（5）経済審議会流通研究委員会報告『これからの流通』昭和47年8月，第2章，1r“商”
　と“物”の関係」より。
（6）D・J－Bowersox，E・W・Smykay汕d　B・エLaLonde・・Physical　Distribution
　“柾anage－nent，”　1968，p　4
（7）Amedcan　Marketing　Ass㏄iation，・Marketing　Defnitions・”1971，part　P・
（8）A．W．Freア（ed），“Marketing　Handbook，”seco口d　edition，1965，section21，
　P．1．
（9）林周二・中西睦編著『現代の物的流通』昭和43年，日本経済新聞杜・13頁
（1◎　日本生産性本部『流通技術一流通技術専門視察団報告』昭和31年・1～2頁
⑭　『物流ガイド』昭和48年，貨物局営業開発室，4～5頁
○身　J．F，Magee，“Industria1Logistics，”　1968，p．5．
⑬　拙著『流通コスト低滅の理論と実務』昭和42年，実業之目本杜・77頁
⑭　拙著『物的流通費の管理』昭和46年，目本生産性本部，51～52頁
鱒　拙薯『物流会計入門』昭和46年，目本生産性本部・14～15頁
⑯　『JIS原案包装用語』昭和48年，日本包装技術協会・用語番号1～3
⑰　上掲用語番号55～57
⑱前掲統計審議会答申書r流通活動の体系」⑯および㊧
⑲　拙著『主要会杜の物流作戦』昭和47年，日報，63～75頁参照。
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